・相談支援連絡会の事業報告（現状と課題）

1、 相談支援連絡会の取り組み

（１）特別支援学校高等部生徒相談面接会について
· １２月１４日（火）、みよし市立福祉センターにて開催。

· 生活支援センターひかりの丘、わらび福祉園、しおみの丘、福祉課の相談支援専門員が対応。参加者６名（内訳：三好養護学校５名、豊田養護学校１名）

· 効果と今後の課題

· 当日の配布資料（別紙）に、福祉的就労についてのほか、市内事業所の状況を記載してお渡しした。各事業の位置づけや内容など、再度確認できたと思う。
· 自ら考え、準備を進めている保護者が多かった。学校の面談でも、相談面接会で出た意見を伝えられるように（参考にしてもらえるように）質を高められるとよい。
· 自分たちが何を聞くべきかということがまとめきれておらず、準備不足であった。最低限聞くべき内容についてはマニュアル化するなど、方法を統一すべき。
· 一般就労を目指す人への助言については知らないことも多い。今後の課題。
（２）個別支援会議について

· サービス利用意向調査の報告の中でみよし市の課題を抽出しているのと同様に、個別支援会議においてもみよし市の課題や市民ニーズを抽出し、把握している。

· 個別支援会議において発見された課題やニーズの方が、対応すべき優先度が高いと考える。

· 開催状況

Ｈ22.4～　３２回開催（内訳…児童7件、身体3件、知的19件、精神3件）

· 発見された地域課題

休日・夜間も対応可能なヘルパー事業所の不足、肢体不自由児（者）の夜間受入施設、ＣＨなど居住の場、金銭管理を行う機関、軽度知的障害の余暇の場　など

（３）相談支援専門員の質の向上と連携（他職種も含む）
· 相談支援専門員の質の向上と連携に向けた取り組みを実施。具体的には相談員サポート会議の開催、民生児童委員の会議に出席する…など。

· 月に１回、市内の障がい福祉事業所スタッフが集まり、勉強会を開催している。
· 効果と今後

· 相談員サポート会議では、各対応ケースの状況を報告しあって助言を受けたり、各相談支援専門員が受講した研修のフィードバックなどが行われた。

· 民生委員の会議には、今年も毎回、相談員が顔を出すよう依頼を受けた。

· 市内事業所勉強会では、現場スタッフも多数参加し、みよし市の現状把握に努めるとともに、精神障がいや相談支援など、ニーズに合わせた内容でも開催。

２、ニーズ調査の結果（まとめ）
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サービス利用意向調査　課題抽出一覧（H22.7～H23.1）

コード一覧

①福祉施設利用者の一般就労への移行に関すること

②訪問系サービスに関すること（居宅介護、移動支援など）

③日中活動系サービスに関すること（生活介護、就労継続、地域活動支援センターなど）

④居住系サービスに関すること（ＧＨ、ＣＨなど）

⑤相談支援の充実に関すること

⑥日中一時支援事業に関すること（短期入所、日中短期入所、障害児タイムケアなど）

⑦緊急時対応のこと

⑧その他地域生活に関すること（余暇のこと、医療のこと、将来的なことなど）


[image: image2.emf]ニーズ調査の結果とその割合

1. 1%

2. 9%

3. 8%

4. 10%

5. 7%

6. 11%

7. 14%

8. 40%

1 2

3 4

5 6

7 8


－考察－

	・前回の結果同様に、「⑧その他地域生活に関すること」が一番多く、主な内容は高校卒業後の行き先に関して不安であるということ。また、金銭管理の不安、公共交通機関の充実を希望されている方が多い。

・次に「⑦緊急時対応のこと」が続く。何かあった時に頼るべきところがわからないという意見が多かったため、協議会で作成した「緊急時サポートブック」の周知が必要である。

・児童の保護者からは「⑥日中一時支援事業に関すること」が多く、障がい児タイムケアの事業所増加を望む意見は多い。さらに児童の放課後と休日の受け入れ先の充実を希望するという意見も多く、これは前回からも同様の結果が出ているため、今後検討すべき課題の一つとして挙げられる。

・訪問系サービスについては、移動支援の内容が主で、送迎を移動支援で行えないかという意見が多かった。


３、今後の相談支援連絡会について（案）

　現状と課題

· 今年度の相談支援連絡会については、サービス利用意向調査の報告を基に情報の共有、地域課題の抽出などを行ってきた。

· 相談支援専門員の質の向上については、時間上、連絡会内で行うことは困難だったため、連絡会とは別に「相談員サポート会議」を毎月開催（１０月より）。

· 「こころの病の相談支援・当事者支援事業」や西三河北部障がい者就業・生活支援センターのケース対応状況などは、福祉課にしか報告が行われておらず、各相談支援事業所まで情報が行き渡っていない。

○来年度の相談支援連絡会

· 来年度は、①サービス利用意向調査の報告、②就業・生活支援センターのケース対応状況の報告、③こころの病の相談支援・当事者支援事業の報告など、各支援ワーカーの情報交換の場として機能させる。

· みよし市の障がい者相談支援システムが機能しているか、再検討も必要。

○意見交換

	


特別支援学校高等部生徒相談事業　相談面接会
１、一般就労と福祉的就労

障害者の働き方には、会社勤めや自営などの一般的な就労（「一般就労」）のほかに、福祉施設で支援を受けながら訓練を兼ねて働く「福祉的就労」があります。

福祉的就労は、福祉関係の法律に基づく「授産施設」と「福祉工場」、法律に基づかない「作業所」とに大別されます。


	
一般就労　（正規従業員・パートタイマー・アルバイト）

　福祉的就労　

障害者自立支援法　就労移行支援
→企業就職など一般的な就労に向け訓練する

就労継続支援A型（雇用）、就労継続支援B型（非雇用）

→施設で継続して働き、工賃を得る

生活介護、地域活動支援センター（デイサービス）

→社会適応訓練や日中活動の場としての役割も果たす

（旧法）　　　身体・知的障害者授産施設・身体障害者福祉工場


　詳細は以下のとおり。

・就労移行支援

就労を希望する65歳未満の障害者であって、通常の事業所に雇用されることが可能と見込まれる者につき、生産活動、職場体験その他の活動の機会の提供その他の就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、求職活動に関する支援、その適性に応じた職場の開拓、就職後における職場への定着のために必要な相談、その他の必要な支援を行います。
【対象者】

（１）就労を希望する者であって、単独で就労することが困難であるため、就労に必要な知識及び技術の習得若しくは就労先の紹介その他の支援が必要な65歳未満の者

（２）あん摩マッサージ指圧師免許、はり師免許又は灸師免許を取得することにより、就労を希望する者 


・就労継続支援Ａ型（雇用契約あり）

　企業等に就労することが困難な者につき、雇用契約に基づき、継続的に就労することが可能な65歳未満の者に対し、生産活動その他の活動の機会の提供、その他の就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、その他の必要な支援を行います。
【対象者】

（１）就労移行支援事業を利用したが、企業等の雇用に結びつかなかった者 

（２）盲・ろう・養護学校を卒業して就職活動を行ったが、企業等の雇用に結びつかなかった者

（３）企業等を離職した者等就労経験のある者で、現に雇用関係がない者 


・就労継続支援Ｂ型（雇用契約なし）

　通常の事業所に雇用されることが困難な障害者のうち、通常の事業所に雇用されていた障害者であって、その年齢、心身の状態その他の事情により、引き続き当該事業所に雇用されることが困難となった者、就労移行支援によっても通常の事業所に雇用されるに至らなかった者、その他の通常の事業所に雇用されることが困難な者につき、生産活動その他の活動の機会の提供、その他の就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、その他の必要な支援を行います。
【対象者】

就労の機会等を通じ、生産活動にかかる知識及び能力の向上や維持が期待される者。

（１）就労経験がある者であって、年齢や体力の面で一般企業に雇用されることが困難となった者 

（２）就労移行支援事業を利用（暫定支給決定での利用を含む）した結果、B型の利用が適当と判断された者 

（３）上記に該当しない者で、50歳に達している者又は障害基礎年金１級受給者 

（４）上記に該当しない者であって、地域に一般就労の場やA型の事業所による雇用の場が乏しく雇用されること又は就労移行支援事業者が少なく利用することが困難と区市町村が判断した者（平成23年までの経過措置） 


・生活介護（地域活動支援センターもほぼ同内容）

　障害者支援施設その他の以下に掲げる便宜を適切に供与することができる施設において、入浴、排せつ及び食事等の介護、創作的活動又は生産活動の機会の提供その他必要な援助を要する障害者であって、常時介護を要するものにつき、主として昼間において、入浴、排せつ及び食事等の介護、調理、洗濯及び掃除等の家事並びに生活等に関する相談及び助言その他の必要な日常生活上の支援、創作的活動又は生産活動の機会の提供その他の身体機能又は生活能力の向上のために必要な援助を行います。
【対象者】

地域や入所施設において、安定した生活を営むため、常時介護等の支援が必要な者

（１）障害程度区分が区分３（障害者支援施設に入所する場合は区分４）以上である者

（２）年齢が５０歳以上の場合は、障害程度区分が区分２（障害者支援施設に入所する場合は区分３）以上である者

2、 市内の福祉的就労系事業所


わらび福祉園（社会福祉法人あさみどりの会）　（ＴＥＬ３４－５９７５）

就労移行支援６名、生活介護２８名（その他に、ケアホーム４箇所とヘルパー事業所）

作業　利用者の能力や特性に合わせ、作業室を３つに分けて対応。

第一作業室：機械を使う作業とその工程に関わる内容

第二作業室：軽作業を中心とした内容

第三作業室：クッキーの製作

利用者　特別支援学校高等部卒業者がほとんど。一部の企業経験者は企業への再就職

を目指して就労移行支援事業を利用。

トピック　就労移行支援開始（平成２０年４月）以降、７名の一般就労者を輩出。

　　　　　来年度以降、新たな事業展開も…。　


サンタ工場（ＮＰＯ法人サンタ村）　（ＴＥＬ３２－３０５０）
就労継続支援Ａ型１６名

作業　利用者の能力と特性に合わせ、いくつかの作業に分けて対応。

　　　　　施設内就労：江戸屋クリーニングでの、クリーニング業務を中心とした作業

　　　　　　　　　　　自動車部品など、軽作業を中心とした内容

　　　　　施設外就労：リサイクル業者での分別作業、サンアートの清掃業務など

利用者　特別支援学校高等部卒業生がほとんど。その他、企業経験者も一部。
トピック　来年度から新たな事業（飲食サービス系）を展開予定。


しおみの丘（社会福祉法人あゆみ会）　（ＴＥＬ３２－２５０１）

知的障害者通所授産施設４９名（その他にヘルパー事業所）

作業　利用者の能力と特性に合わせ、作業グループを４つに分けて対応。

第１、２、３グループ：軽作業と創作活動を取り入れた内容

第４グループ：軽作業を中心とした内容で、一部は機械も使用

その他として、農作業や施設付近の清掃業務にも取り組んでいる

利用者　特別支援学校高等部卒業生がほとんど。その他、企業経験者も数名。

トピック　来年度中に就労継続Bと生活介護に移行し、また、ケアホームも開始予定。


ひかりの丘みよし（社会福祉法人とよた光の里）　（ＴＥＬ３４－５０１２）

地域活動支援センター１５名（その他に障害児タイムケア）

作業　利用者の能力と特性に合わせ、活動の中で作業も提供。

自主製品（ストラップなど）の作成

利用者　主に肢体不自由をお持ちの身体障害者。
3、 その他、みよし市における就労支援（事業）

（1） みよし市障がい者相談支援事業

みよし市では、在宅の障がい者（児）が自立した日常生活、社会生活を送ることができるよう、障がい者（児）本人又はその家族の相談に応じ、必要な情報を提供し、障がい者（児）の権利の擁護のために必要な援助等を行っています。相談支援事業は市内の障害福祉サービス事業所に委託し、専門の職員が対応しています。

▼相談支援事業委託事業所

	事業所名
	住所・ＴＥＬ

	（社福）とよた光の里

生活支援センターひかりの丘
	みよし市三好町陣取山３９－１

（３４）５０１２

	（社福）あさみどりの会

わらび福祉園
	みよし市三好町西荒田２８

（３４）５９７５

	（社福）あゆみ会

しおみの丘
	みよし市打越町新池浦８３－７

（３２）２５０１


（2） 西三河北部障がい者就業・生活支援センター

　平成２２年４月１日から国と県の委託を受けて、豊田市とみよし市を対象に仕事の相談、支援を行ってくれています。毎月第三木曜午後は、社協で就労相談会を実施中です。

	支援内容
	①一緒に仕事を探してくれます（職場開拓）

②仕事を続けられるように応援してくれます（ジョブコーチ）

③会社からの相談にも応じてくれます

	開館日
	月～土曜日（日、祝日、年末年始は閉館）

	開館時間
	９：００～１９：００（土曜日は１７：００まで）

	連絡先
	豊田市栄町１丁目７番地１

ＴＥＬ ０５６５（３６）２１２０　ＦＡＸ ０５６５（３６）０５６７


（3） みよし市障がい者自立支援協議会 就労支援部会（予定）

　平成２２年度中に、みよし市在住で就労を希望する障がい者の就労支援システム（企業開拓、職能評価、訓練（実習）、就職、定着支援等）を構築するための「就労支援部会」を設置予定です。設置にあたり、福祉サイドとして障がい者の就労に対する知識や意識改革が必要と考え、まずは「就労支援部会準備会」を設置し、「就労支援部会」設置に向けての検討、協議を行っています。
○参加機関（予定）

	市内就労支援系事業所（わらび福祉園、サンタ工場、しおみの丘）、みよし市社協、

生活支援センターひかりの丘、西三河北部障がい者就業・生活支援センター、ハローワーク豊田、三好・豊田養護学校、市内経済団体（商工会、工業経済会）、福祉課など
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障がい者就労のかたち











